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静電気は製造現場において不規則に発生し、

不良品トラブルなどの障害を引き起こす生産

性低下の大きな原因になっている。これまで、

静電気計測には静電界をターゲットとした非

破壊の表面電位計が用いられてきが、既存の非

接触型表面電位測定法はそのパッシブ型の検

出原理から、計測空間領域をΦ10mm以下に狭

めることが困難であった。また、高空間分解能

を追求して開発された静電気力顕微鏡は機械

的に走査させるため、二次元分布に多大な時間

が必要であり、計測時間を高速化することがで

きない。このようなことから、静電気を利用し

たプリンタなどの製品では、その性能評価が難

しく、製品開発に多大な時間を要している。こ

のような静電気問題を解決するために、高分解

能で静電気分布を高速で可視化できる技術の

開発が切望されている。 

本研究では高分解能な静電気分布をリアル

タイムで計測するために、帯電体を振動させる

ことで狭い領域の静電気を計測する技術を提

案する。これは物体に帯電した電荷を対象物ご

と物理的に振動させることによって電界を誘

起させ、その電界を測定することで静電気を計

測する技術である。この手法では誘起される電

界が対象物の振動数に依存するため、この電荷

振動に伴って低周波の電界が誘起される。周波

数領域差分法を用いた電気ダイポールの電界

分布のシミュレーション結果では、電界のベク

トル依存性があることが分かった。そこで、誘

起された電界を検出するために、Z軸のみの電

界を検出する指向性が強い同軸モノポール型

アンテナを電界センサとして用いて、センサを

Z軸方向に設置し、測定領域を検証したところ、

Φ5mm の狭い領域のみの静電気を計測するこ

とができた。その本研究で開発した測定領域の

結果と既存の表面電位計（振動容量型、静電誘

導型）による測定領域の結果を比較したものを

下図に示す。このように帯電体を振動させ、指

向性が強い低周波電界検出センサを用いるこ

とで領域を限定して静電気を計測することが

でき、また検出された電界強度は静電気の表面

電位と比例関係であるため、電界強度を測定す

ることで静電気の大きさを推測することがで

きる。このような小型センサで狭い領域を計測

可能であるということは、そのセンサをアレイ

構造化することで、リアルタイムかつ高空間分

解能で静電気を可視化できる可能性を示して

いる。 
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FIG. Comparison of the measured region by 

using surface electrometers and this study. 
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